
SDGs宣言
NSKは企業理念のもと、持続可能な社会の実現に向けて、誠実で責任ある事業活動と製品・

サービスのイノベーションを通じ、社会課題の解決を目指していきます。そのための指針として
SDGsの17目標すべてを尊重するとともに、当社の事業に関連した7つの目標を選定し、積極的
に取り組みを進めていきます。

NSKのSDGs7つの目標

「NSKは、MOTION ＆ CONTROL™を通じ、円滑で安全な社会に貢献し、地球環境の
保全をめざすとともに、グローバルな活動によって、国を越えた人と人の結びつきを強めま
す。」という企業理念が全ての活動の基本となっています。そして、MTP2026、マテリアリ
ティ、SDGs宣言といったNSKの戦略に基づき、様々なサステナビリティ活動が推進され、
社会課題解決への貢献とNSKの持続的成長の両立を目指しています。

NSKは、「安全」「品質」「環境」「コンプライアンス」を経営の意思決定や行動において最
優先される共通の価値基準であるコアバリューと位置づけています。
社長および関係役員などをメンバーとするコアバリュー委員会を設置し、コアバリュー
推進・強化のための方針の議論や関連リスクの共有を通して、全社的課題を設定し、それ
らの解決に向けた提言と進捗のモニタリングを行うことによって、当社のサステナビリティ
活動を推進しています。コーポレートガバナンス体制図 P.55

ESG経営 サステナビリティ

サステナビリティマネジメント

サステナビリティマネジメント 推進体制

マテリアリティ
P.14P.20-21

MTP2026 SDGs宣言

戦略

NSK企業理念体系

NSKビジョン2026

NSKの持続的成長社会課題解決への貢献

戦略に基づいたサステナビリティ活動

人材マネジメント（人的資本） P.32-36 研究開発（知的資本） P.28-29 人権尊重 P.46
コーポレートガバナンス P.54-59サプライチェーンマネジメント P.47

コアバリュー：最優先すべき価値基準

安全
https://www.nsk.co
m/jp-ja/company/s
ustainability/safety-
management/

品質
https://www.nsk.co
m/jp-ja/company/s
ustainability/quality
-management/

環境
P.41-45

コンプライアンス
P.47

事業継続マネジメント https://www.nsk.com/jp-ja/company/sustainability/
risk-management/business-continuity-management/

情報セキュリティマネジメント https://www.nsk.com/jp-ja/company/sustainability/
risk-management/information-security-management/

外部環境
（メガトレンド）

ステークホルダーの
期待・ニーズ

事業活動を通じてステークホルダーと価値を協創し続けることによって、SDGsの目標
達成に貢献していくため、NSKは2019年に「SDGs宣言」を定め、当社の事業に関連した7
つの目標を選定しています。この目標を視線の先に置きながら、より具体性を持たせた戦
略的な取り組みとして、SDGs取り組み宣言も定めています。

SDGs宣言

SDGs取り組み宣言

イノベーションに
よって安全・安心な
社会インフラ形成
に貢献します。

1 2 3 4 5
事業活動における
環境負荷を低減し
気候変動対策に貢
献します。

環境貢献型製品で
ムダのない社会づ
くり、資源の再利用、
地球環境負荷の低
減に貢献します。

多様性に富んだ組
織で社員の働きが
いと価値創造を両
立します。

マルチステークホル
ダーパートナーシッ
プで対話を深め、
SDGsへの取り組み
効果を高めます。

より詳しい
情報は、こちらを
ご覧ください。 ▶ 
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地球規模での喫緊の課題である気候変動への対応として、NSKはコア技術を駆使することで、サプライチェーン全体でカーボンニュートラル（脱炭素）、さらにはサーキュラーエコノミー（資
源循環）に貢献します。

ESG経営 サステナビリティ

気候変動

事業活動の環境負荷最小化と商品による環境貢献最大化への取り組み

技術開発

サービス

生産

商品

つかう

●  低CO２素材
●  省エネ、省資源
●  高効率生産
●  再エネ

事業活動の
CO2排出量削減

●  トライボロジー技術
●  材料技術
●  解析技術
●  メカトロ技術

トライボロジーなど
コア技術による
環境貢献

●  小型・軽量化
●  低摩擦
●  長寿命化など

商品による環境貢献

●  信頼性向上
●  長寿命化など

サービスによる
環境貢献

状態監視
ソリューション

交換

寿
命

運用

状態監視

メンテナンス

リコンディショニング

状態監視

環境に配慮した原材料 太陽光発電

高効率な熱処理技術DXを活用した生産の高効率化

自動車ホイール用
　低フリクション
　第3世代テーパー
　ハブユニット軸受

風力発電機用
　次世代高負荷容量
　円すいころ軸受

増速機

つくる
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項目 分類 これまでの取り組み 2050年に向けた取り組み検討課題

エネルギー使用量の削減
省エネ

●高効率機器の活用  ●ムダの削減  
●生産性向上  ●不良削減

継続的な改善

技術革新
●高周波焼き入れの開発 
●生産の超安定化 P.30

●低CO2熱処理技術の導入  ●より高効率なラインおよび工程の構築

クリーンエネルギーへの
転換

再生可能エネルギー
次世代エネルギー

●CO2フリー電力  ●太陽光発電
●クリーン燃料（eメタン、水素、バイオ燃料）の採用  
●新発電技術（ペロブスカイト、波力）の活用

サステナブルな素材・
資源の活用

資源循環
●３Ｒ（リデュース・リユース・リサイクル） P.45
●材料歩留り率の向上

●未利用資源の活用（ヒートポンプ、廃熱、カーボンリサイクル、バイオ成形炭）
●再生材の利用拡大

低CO2素材
●電炉材の採用  ●バイオマスプラスチックの採用  
●植物由来グリースの開発

●カーボンニュートラルな鋼材の採用（水素還元鉄など）  
●バイオマスプラスチックの採用拡大  ●植物由来グリースの適用拡大

用語解説 Scope1、2、3 モノがつくられ、使用され、廃棄されるまでのCO２など温室効果ガス排出量の分類方法
Scope1 事業者自らの燃料・ガス等の使用による温室効果ガスの直接排出
Scope2 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 Scope1、Scope2以外の間接排出

「つくる」　～事業活動の環境負荷最小化の取り組み～

NSKは、カーボンニュートラルを実現する上では、エネル
ギー使用量の削減を最優先課題に据えています。これに基
づき、ムダの削減による省エネ、さらにはエネルギー使用を
効率化する革新的な生産技術の開発・導入を進めていま
す。あわせて、再生可能エネルギーの活用を拡大させてい
ます。このような取り組みにより、FY2035にScope1＋2で
カーボンニュートラルの達成を目指し、その過程で基準
年であるFY2017に対してFY2026にCO2排出量の半減を
目指しています。環境負荷の最小化に向けた取り組みは
順調に進み、FY2024のCO2排出量は約42万トンとなり、
FY2026の目標を前倒しで達成しました。

FY2035にScope１＋２カーボンニュートラルの実現に向けて
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FY2026の目標を
上回り順調に削減

■ Scope1　■ Scope2CO2排出量（千t-CO2e）

※  FY2022以降は、非継続事業を除いた数値を表示しています

詳細はこちらを
ご覧ください。 ▶ 

脱炭素社会の実現に向けて、NSKは様々な最先端技術の導入や革新的な取り組みを進めるとともにお取引先様と連携することで、Scope3も含めたサプライチェーン全体におけるCO2排出
量削減を進めていきます。

2050年にグローバル社会が目指すCO２排出ネットゼロ社会への貢献を目指して

詳細はこちらを
ご覧ください。▼ 

ESG経営 サステナビリティ

気候変動
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https://www.nsk.com/jp-ja/company/sustainability/environment/climate-change/
https://www.nsk.com/jp-ja/company/sustainability/environment/resource-conservation-and-recycling-measures/


項目 分類 これまでの取り組み 2050年に向けた取り組み検討課題

エネルギー使用量の削減
省エネ

●高効率機器の活用  ●ムダの削減  
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継続的な改善

技術革新
●高周波焼き入れの開発 
●生産の超安定化 P.30
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クリーンエネルギーへの
転換

再生可能エネルギー
次世代エネルギー
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資源の活用
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用語解説 Scope1、2、3 モノがつくられ、使用され、廃棄されるまでのCO２など温室効果ガス排出量の分類方法
Scope1 事業者自らの燃料・ガス等の使用による温室効果ガスの直接排出
Scope2 他社から供給された電気、熱・蒸気の使用に伴う間接排出
Scope3 Scope1、Scope2以外の間接排出

「つくる」　～事業活動の環境負荷最小化の取り組み～

NSKは、カーボンニュートラルを実現する上では、エネル
ギー使用量の削減を最優先課題に据えています。これに基
づき、ムダの削減による省エネ、さらにはエネルギー使用を
効率化する革新的な生産技術の開発・導入を進めていま
す。あわせて、再生可能エネルギーの活用を拡大させてい
ます。このような取り組みにより、FY2035にScope1＋2で
カーボンニュートラルの達成を目指し、その過程で基準
年であるFY2017に対してFY2026にCO2排出量の半減を
目指しています。環境負荷の最小化に向けた取り組みは
順調に進み、FY2024のCO2排出量は約42万トンとなり、
FY2026の目標を前倒しで達成しました。
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※  FY2022以降は、非継続事業を除いた数値を表示しています

詳細はこちらを
ご覧ください。 ▶ 

脱炭素社会の実現に向けて、NSKは様々な最先端技術の導入や革新的な取り組みを進めるとともにお取引先様と連携することで、Scope3も含めたサプライチェーン全体におけるCO2排出
量削減を進めていきます。

2050年にグローバル社会が目指すCO２排出ネットゼロ社会への貢献を目指して

詳細はこちらを
ご覧ください。▼ 
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全拠点の電力を再生可能エネ
ルギーに切り替える計画を進め
ており、日本や中国に加えて、イ
ンドやアセアン、韓国の拠点にお
いても太陽光発電の活用を拡大
させています。FY2024は、グルー
プ全体のエネルギー使用に占め
る再生可能エネルギーの比率を
35.6％に高めました。

空調のエネルギー使用量削減
空調に使用するエネルギーは、工場全体の使用エネル

ギーのうち、大きな割合を占めます。このため、熱処理炉
の外側に断熱塗装を施し、表面温度を下げ、空調用のエネ
ルギー使用量を減らしました。同時に、炉の中の熱が逃げ
にくくなることによる熱処理の効率向上によりエネルギー
の使用量が減りました。

※  非継続事業を除いた数値を表示しています

国内自社最大級の太陽光発電設備を設置
2024年9月に藤沢第二工場の屋根の太陽光発電
設備を6.5倍に増設しました。約2,700枚のパネルを
設置しており、最大950kWのメガソーラー級で、同工
場のCO2排出量を456トン削減しています。

NSKのCO2排出量のうち、購入品によるCO2排出量は、大
きな割合を占めています。このため、方針や施策を共有する
などの連携を強化して、サプライチェーン全体でのCO2排出
削減を進めています。また、お取引先様のCO2排出量算定
を支援して、今後の取り組みを進めていきます。

エネルギー使用の効率を示す
原単位は、基準年のFY2017から
毎年１％以上の削減を目指して
おり、FY2024時点では、目標の
３倍近い-21.9％に到達しました。

エネルギー使用原単位の目標と実績
■ 目標値  ● 実績値

-30

-20

-10

0

10
（%）

FY2017
（基準年）

FY2020 FY2024 FY2026

-19.4
-21.9

-10

目標を上回る
-17.9

目標：ー1％/年以上

エネルギー使用効率の向上1

再生可能エネルギーの活用による環境負荷低減2

省エネ

Scope3上流の削減3

熱処理炉の表面温度を測定（榛名工場）

お取引先様との連携強化

工場向けカーボンニュートラル教育を開始 
カーボンニュートラル推進部員が工場を訪問し、方針や
施策、社員全員が当事者であることなどを説明した後、質
疑応答や対話を行っています。社員一人ひとりが身近な改
善に主体的に取り組むことを目指し、今後も多くの工場で
繰り返し実施していきます。 製造資本 P.31

入社10年目以内の社員向け教育の様子
（NSK九州）

「生産の超安定化」に向けた取り組み
NSKは、持続可能なモノづくりを目指し、製造現場のさらなる安定化と効率化に取り組

み、デジタル技術とAIを活用した革新的な施策を進めています。以前からデジタルツール
の開発・活用により、設備の稼働状況をリアルタイムで把握し、異常の内容を詳細に分析
することで、改善のスピードを大幅に向上させてきました。

技術革新によるエネルギー使用の高効率化

このような「生産の見える化」や「知見のデジタル
化」に加え、AIの活用により、現状把握や分析作業の
高速化・高度化を実現しています。これにより、設備
の安定稼働と生産ライン全体の効率化を進め、ムダ
の削減やエネルギー使用の最適化を通じて、さらな
る環境負荷の低減に貢献していきます。

お取引先様を対象にカーボンニュートラ
ル説明会を開催（榛名工場）

再生可能エネルギー使用率

藤沢第二工場に設置された太陽光発電機

生産の見える化(埼玉工場)

0

20

40
（%）

FY2017 FY2020 FY2021 FY2022 FY2023 FY2024
0.2

6.7 8.3

21.5

34.5 35.6

※  再生可能エネルギー使用率＝再生可能エネルギー使用量/エネルギー使用量
※  FY2022以降は、非継続事業を除いた数値を表示しています
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本製品の詳細はこちらを
ご覧ください。 ▶ 

本製品の詳細はこちらを
ご覧ください。 ▶ 

CFPの算定報告書は
こちらから
ご覧いただけます。 ▶

NSKは、製品販売後の設備メンテナンスや補修も含め、製品のライフサイクル全体での
サービス提供体制の強化を進めています。環境面においては、資源の使用量削減やエネル
ギー使用によるCO2排出量の低減による環境負荷の最小化の取り組みを進めています。こ
の取り組みの一環として、業界で初めて、リコンディショニング（修復して再利用可能にす
ること）に対応した軸受を開発しました。本製品は、NSK独自の高精度寿命予測により寿
命を従来比２倍にし、さらには、内輪を分離して全部品の点検と修復により再利用可能に
したことで、長寿命化と製品の廃棄を削減しました。本製品をダンプトラックのホイールに
使用した場合、3,000kg以上のCO2削減になります。
なお、本製品につきましては、カーボンフットプリント（CFP）算定報告書を開示し、ライフ

サイクル全体におけるCO2排出量算定項目を明確化することで、より透明で信頼性のある
開示を行っています。

「つかう」　～商品の環境貢献最大化への取り組み～

NSK製品は、お客様が「つかう」時のCO2排出量の削減にも貢献しています。直接貢献※1

と間接貢献※2の2つのカテゴリーで取り組みを推進しており、FY2024には232万トンの排
出削減に貢献しました。

NSK製品をお客様が使用する際のCO2排出量削減

新開発の「幅狭組み合わせ樹脂保持器」
の採用と既存技術の組み合わせにより、小
型・軽量化と低摩擦を実現しました。これ
により、本製品は、電費向上によりCO2排
出量削減に貢献します。

電動車向け小型・軽量化深溝玉軸受

本開発品

幅寸法 幅寸法

幅狭化

状態監視ソリューションやリコンディショニングなど、様々なサービスを通じて、製品の
ライフサイクル全体におけるCO2排出削減を進めています。

サービスによるCO2排出量削減

状態監視ソリューションおよびリコンディショニング
状態監視ソリューションは、設備内の回転や直動機構の振動を計測・解析し、製品の状態

や寿命を診断することで、機械の信頼性向上と長寿命化に貢献します。また、リコンディショ
ニングは、製品の修復を行うことで再利用を可能にします。 産業機械事業の戦略と進捗 P.23

製品のライフサイクル全体でCO２排出量を削減

※1  NSK製品単体の
性能が直接的に
CO2排出削減に
貢献するもの

自動車ホイール用
　低フリクション
　第3世代テーパー
　ハブユニット軸受

（kg-CO2）

12,478

9,376

378

389 56 126 168 126 2

56 126 126 2 56 126 126 2378

2,630

2,667 2,922 2,922

2,922 2,630 2,922現行品

開発品

■ 原材料調達　■ 生産　■ 輸送　■ 組込　■ 使用　■ メンテナンス　■ 廃棄

3,102kg-CO2削減
（25%削減）

軸受1個目

軸受2個目

再利用

軸受1個目

軸受1箇所あたりのカーボンフットプリント（CFP）試算結果環境貢献型製品によるCO2排出削減貢献量=製品当たりのCO2排出削減量×販売個数×製品使用期間

※  FY2022以降は、非継続事
業を除いた数値を表示し
ています

※  FY2024の電力消費による
CO2排出量の算定に用いた
排出係数により、過去の年
度のCO2排出削減貢献量を
見直しています

※  日本ベアリング工業会「ベア
リングのCO2排出削減貢献
定量化ガイドライン」に準拠
しています（直接貢献のみ）

※  「FY2026目標 CO2排出削
減貢献量：300万トン」は、目
標設定時(FY2015)の排出
係数を使用

（万t-CO2）

123

227223 226 237

FY2024実績
●排出削減
貢献量
232万トン

64

59

101

121

72

155

77

149

67

170

FY2020 FY2021 FY2022 FY2023

232

55

178

FY2024 FY2026FY2017

■ 直接貢献
■ 間接貢献

FY2026目標 CO2排出削減貢献量：300万トン

CO2排出削減貢献量

※2  NSK製品が脱炭素に
関連したお客様の装置
や設備に組み込まれる
ことにより、または製品
修復などのサービスに
より、間接的にCO2排
出削減に貢献するもの

風力発電機用
　次世代高負荷容量
　円すいころ軸受

増速機

ESG経営 サステナビリティ

気候変動
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https://www.nsk.com/jp-ja/company/news/2025/deep-groove-ball-bearing/
https://www.nsk.com/jp-ja/company/news/2025/reconditioning-nsk/
https://www.nsk.com/content/dam/nsk/jp/ja/company/sustainability/environment/environmentally-friendly-products/pdf/cfp_2025_07.pdf



